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我
々
は
事
業
を
何
の
た
め
に
行
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
我
々
は
社
会
を

人
の
意
識
を
変
革
す
る
た
め
に
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
を
行
う
際
は
こ

の
事
業
を
行
っ
た
先
に
何
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
我
々
の
理
想
は
新
た
な
事

業
を
構
築
し
、
一
定
期
間
継
続
し
、
誰

か
に
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
そ
し
て
、
更

な
る
新
た
な
事
業
を
構
築
す
る
こ
と
で

す
。
ず
っ
と
同
じ
事
業
を
行
う
こ
と
は

理
想
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
事
業
自
体

が
面
白
け
れ
ば
誰
か
が
続
け
ま
す
。

　

又
、
我
々
が
対
外
事
業
を
行
う
上
で
、

も
っ
と
も
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。
費
用
や
実
施
場
所
な

ど
、
事
業
を
実
施
す
る
委
員
会
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
頭
を
悩
ま
せ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
頭
を
悩
ま
せ

る
こ
と
は
動
員
、
特
に
対
外
対
象
者
の

　

お
し
ゃ
れ
は
足
元
か
ら
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
靴
こ
そ
が
最

も
お
金
を
か
け
る
べ
き
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
で
す
。
欧
米

で
は
、
ホ
テ
ル
、
特
に
一
流
ホ

テ
ル
で
は
文
字
通
り
足
元
を
み

ら
れ
、
靴
で
お
客
様
の
質
を
判

断
さ
れ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ

で
私
は
何
も
高
級
な
靴
を
履
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
靴
の
基

本
を
知
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
で
す
。
で
は
、
ど
う

い
う
靴
を
履
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
例
会
の
案

内
文
に
黒
靴
着
用
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
日
本
Ｊ
Ｃ

の
公
式
な
会
合
で
も
黒
靴
と
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
黒
靴
を
。
次
に
、
靴
の
種
類
で
す
。
靴
の

形
が
定
ま
っ
て
以
来
、
ス
ト
レ
ー
ト
チ
ッ
プ
、
ウ
イ

ン
グ
チ
ッ
プ
、
Ｕ
チ
ッ
プ
な
ど
、
革
靴
の
種
類
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
フ
ォ
ー
マ
ル

か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
順
番
は
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ー
マ

ル
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
順
番
で
い
く
と
、
ス
ト
レ
ー

ト
チ
ッ
プ
、
プ
レ
ー
ン
ト
ゥ
、
パ
ン
チ
ド
キ
ャ
ッ
プ

ト
ゥ
（
セ
ミ
ブ
ロ
ー
グ
）、ダ
ブ
ル
モ
ン
ク
ス
ト
ラ
ッ

プ
、
ウ
イ
ン
グ
チ
ッ
プ
（
フ
ル
ブ
ロ
ー
グ
）、Ｕ
チ
ッ

プ
、
ロ
ー
フ
ァ
ー
の
順
番
で
す
。
紐
靴
は
全
て
内
羽

根
の
靴
が
基
準
で
す
。
靴
紐
を
通
す
穴
が
靴
の
甲
部

分
と
合
わ
さ
っ
て
い
る
も
の
が
内
羽
根
、
靴
紐
を
通

す
穴
が
靴
の
甲
部
分
と
合
わ
さ
っ
て
お
ら
ず
に
甲
の

前
部
分
に
乗
っ
て
い
る
も
の
が
外
羽
根
で
す
。
外
羽

根
の
靴
は
内
羽
根
の
靴
よ
り
も
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
ロ
ー
フ
ァ
ー
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
靴
な
の

で
、
基
本
的
に
は
ス
ー
ツ
に
合
わ
せ
ま
せ
ん
。
タ
ッ

セ
ル
付
の
ロ
ー
フ
ァ
ー
は
ス
ー
ツ
に
合
わ
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
ま
ず
購
入
す
べ
き
靴
は
、

内
羽
根
式
の
黒
の
ス
ト
レ
ー
ト
チ
ッ
プ
で
す
。
冠
婚

葬
祭
、
タ
キ
シ
ー
ド
に
も
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
万
能
で
す
。
靴
の
手
入
れ
を
し
っ
か
り
行

う
べ
き
な
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

�

～
つ
づ
く
～

�

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ　
ｖ
ｏ
ｌ
．
9

動
員
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な

に
い
い
対
外
事
業
を
行
っ
て
も
、
事
業

の
対
象
と
す
る
人
が
来
て
く
れ
な
か
っ

た
ら
、
そ
の
事
業
は
成
功
と
い
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
い
え
な
い
で

し
ょ
う
。
我
々
は
、
自
己
満
足
の
た
め

だ
け
に
対
外
事
業
を
行
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。
で
は
、
我
々
が
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
事
業
が
対
象
と
し
て
い
る
人

に
求
め
ら
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
必
要
が
な
い
事
業
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
青
年
会
議
所
で
は
こ
れ
ま

で
、
費
用
面
、
人
的
な
面
を
含
め
て
自

ら
の
力
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
の
事
業
の
企

画
や
運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
委
員
会
が
行
い
た
い
事
業
を
行

え
、
会
員
の
自
己
成
長
に
繋
が
っ
て
い

た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
青
年
会
議
所
も
あ
る
時
代
と

叫
ば
れ
る
今
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
、

協
働
で
事
業
を
行
う
こ
と
を
視
野
に
入

れ
た
事
業
構
築
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も

検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
事
業
計
画
書
を
考
え

る
に
際
し
、
事
業
を
実
施
す
る
に
至
っ

た
背
景
と
事
業
を
実
施
す
る
上
で
の
目

的
こ
そ
が
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
事
業
の
主
語
が
私
や
我
々

と
い
う
主
観
的
な
目
線
だ
か
ら
こ
そ
、

動
員
に
苦
慮
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
事
業
の
主
語
を
対
外
対
象
者
と

す
る
客
観
的
な
目
線
で
の
事
業
構
築
が

必
要
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
事
業
構

築
を
考
え
る
上
で
必
要
に
な
る
こ
と
は
、

い
か
に
「
共
感
」
を
得
ら
れ
る
か
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。「
共

感
」
は
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
ダ
ク

ト
を
受
け
取
る
ユ
ー
ザ
ー
を
理
解
し
、

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
重
要
な
こ
と
は
誰
が

そ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
使
う
の
か
、
な
ぜ

そ
れ
を
使
い
た
が
る
の
か
、
又
、
ど
の

よ
う
な
シ
ー
ン
で
使
う
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
我
々
だ
け
で
は
な
い
誰
か
に

「
共
感
」
を
得
ら
れ
る
事
業
こ
そ
が
時

代
に
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
我
々
が
本
来
行
う
べ
き
事

業
で
す
。
ど
う
や
っ
た
ら
「
共
感
」
を

得
ら
れ
る
の
か
を
念
頭
に
事
業
構
築
を

行
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。「
共
感
」
を

得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
事
業
を
行
っ

て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
や
す

く
な
り
ま
す
し
、
動
員
に
苦
慮
す
る
こ

と
も
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

一
般
社
団
法
人
長
崎
青
年
会
議
所
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　去る9月10日（火）に9月ひとづくり室担当例会「JAPAN PRIDE」・臨時総会が開催されました。今回は「誇り」
をテーマとして、日本 JC 公認プログラムの「JAPAN PRIDE」を行いました。地域に対する誇りとは何なのか？ 
先人、先輩達から自分自身に受け継がれているものは何なのか？ 会員同士でディスカッションして考えてい
ただき、今後の JC に対する活動の原動力にしていただきたいと考えていました。長崎 JC としてはここ 10 年
以上例会の場で日本 JC プログラムの開催がなかったということもあり、問題点も多々ありましたが、会員の
皆様のおかげで無事に終えることができました。今回の反省を活かし、何が会員の皆様に必要なのか、役に立
つのかを考えながら事業を構築していきたいと思います。ありがとうございました。

【取材後記】第67年度9月例会・臨時総会
　9 月臨時総会におきまして理事が決まり、新理事の決意の言葉に熱い思いを感じました。又、9 月ひとづくり室担当例
会「JAPAN PRIDE」におきましては改めて自分達の命や文化のルーツを知ることが「誇り」に繋がり、それが前に進
む力にもなることを学びました。自分達が本来持ちあわせていながらいつの間にか忘れてしまったものを再確認し、次
年度へ繋げていきたいと思います。 （広報委員会／雲山　正悟）

事業の詳細はこちらから

事業報告 第67年度 9月ひとづくり室担当例会
「JAPAN PRIDE」・臨時総会
� 会員開発委員会�委員長�◆�大平　大樹�君

事業報告 中国人墓地清掃
� まちづくり委員会�◆�吉村　英平�君

　去る 9 月 16 日（月）、稲佐悟真寺国際墓地におきまして、「第 46 回中国人墓地清掃」が行なわれました。松
島委員長をはじめとするまちづくり委員会のメンバーと、お墓とその周辺を一生懸命掃除してきました。草む
しりが終わった後、周りを見渡すと、とても綺麗になっていました。暑い日だったのでとてもきつかったです
が、普段できないことをしたので気持ちが良かったです。良い体験ができました。清掃後に委員会メンバーに
連れて行ってもらったリンガーハットの味は格別でした。
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事業報告 出前講座
� 青少年育成委員会�委員長�◆�福島はるか�君

　去る 9 月 13 日（金）、川端翔君率いる出前講座部隊で
長崎市立女の都小学校を訪問して参りました。今回は 6
年生 37 名を対象に「やってみよう！郷土の魅力発信！」
と題し、子ども達が主体的に取組める内容にがらりと変
更し、オリジナルの観光ルートを作って発表していただ
きました。現在の観光の問題点などを踏まえ、長崎のど
こが魅力か、食事やお土産は何がいいかグループ内で討
議している姿が大変印象的でした。残り 2 回の出前講座
も頑張ります！

　去る 9 月 20 日（金）、ホテルニュー長崎におきまして、中華人民
共和国成立 70 周年記念レセプションが開催され、寺岡理事長と私
がご招待をいただき出席して参りました。会場は多くの人で埋め尽
くされ、政界や経済界、行政の方からも多数の方々がご臨席されて
おりました。劉亜明総領事のご挨拶の中では近年の中日関係の話に
触れ「長崎は古くから中日交流の重要な役割を果たしてきた。これ
からも中日関係発展のために皆様にもご協力をいただきながら尽力
していきたい」との言葉をいただきました。又、会場では豪華な料
理とお酒が振舞われ、中国獅子舞の披露などもあり、とても華やか
な雰囲気での祝賀会となりました。

　去る 9 月 29 日（日）長崎大学の中部講堂にて「第 6 回ながさき 100km 徒歩の旅」報告会が開催されました。
大学生主体での進行による報告会には多くの小学生と保護者が参加しました。寺岡理事長の挨拶に始まり、機
器の不具合などのハプニングにも臨機応変に対応して、最後の交流会では小学生も大学生も生き生きとしてい
ました。改めて、この事業での強い絆を実感させられました。

中華人民共和国成立70周年記念レセプション
専 レ理 ー務 ポ事 ト

� 専務理事�◆�田添　太一�君

� 広報委員会�副委員長�◆�草野志津子�君

広報レポート

第6回ながさき100km徒歩の旅　報告会
事業の詳細はこちらから

4



　去る 9 月 18 日（水）、20 日（金）、21 日（土）、第 68 年度委員会初顔合わせが実施されました。各委員会にお
いて多くのメンバーが集まり、理事長の運営方針及び委員会の主な担いを把握するとともに、懇親を深めてお
られました。又、各委員会を訪問した峰理事長予定者は手厚い歓迎を受けるとともに、それぞれの委員会の色
を噛みしめながら、悦に入る表情で帰路についておりました。手塚専務理事予定者も同様であったことは、言
うまでもございません。各メンバーの皆様、お疲れ様でございました。

� 事務局長予定者�◆�種田　和彦�君

広報レポート

第68年度　第1回委員会（初顔合わせ）

第 68 年度委員長紹介

例会委員長予定者
山口　　潤 君

J u n  Y a m a g u c h i

変化と挑戦

　9 月臨時総会にてご承認ありがとうございました。まさかの委員長。赤瀬副理事長予定者の涙と
安藤室長予定者の鯛に惑わされ受ける覚悟を決めました。例会委員会は 12 年目で初めての委員会
なのですがこれまでの経験を活かし失敗を恐れず初心に帰りいろいろなことに挑戦していきたいと
思います。今まで支えてくれた先輩方や家族に感謝してラスト委員長、行きたい例会目指します。
乞うご期待下さい。
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　去る 9 月 1 日（日）、「会楽園」にて長崎 JC 女子
会が開催されました。当日は、現役会員の女性もさ
ることながら多くの特別会員の皆様にもご参加いた
だきました。今回のドレスコードは「浴衣」と私服
も可能となっていましたが、全員が浴衣での参加と
なり、とても晴れやかな会となりました。2 次会は、

「Café BARU」に場所を移して次年度理事の抱負を、
仲田留奈君・鮎川愛君・中山博惠君がそれぞれ述べられました。今回の女子会も、とても盛り上がりました。
次回はハロウィンの時期に開催予定です。

　今回の卒業予定者会議では、来る 12 月 20 日（金）
に行われる卒業式と送る夕べについて、四元委員長
率いる例会委員会に議題を提出していただき、真面
目に議論しました。が、終了後、懇親会が始まると
すぐに笑いが飛び交う楽しい場に一転し、卒業予定
者の皆さんは大変和やかなひと時を過ごされました。卒業式・送る夕べでは、たくさんの思い出を語らいたい
と思いますので、正会員の皆様には是非ご列席の程宜しくお願い申し上げます。

　去る 9 月 27 日（金）、「会楽園」にて長崎 JC 南山会
を開催しました。当日は岩崎お殿の初老お祝いと、峰
昇平理事長予定者のお祝いをするべく、実は同級生
で 3 年間オナクラだった山崎祐紀君と、美人アナウン
サーの嫁を持つ山口裕嗣君を幹事に迎え臨みました。
　当日は多数のお樽を頂戴しましたが、西村先輩から
いただいた久保田万寿 7 本は会楽園にて完飲。会を重
ねる毎に増える万寿にただ「ありがてぇ」と飲む我々参加者。次年度に向けて熱い想いを語る峰理事長予定者
を横に、「中華料理に日本酒は合う」と豪語する山崎君、幹事にも関わらず鯨飲し一次会にて昇天しておりま
した。1 人幹事を欠いた状態でなんとか二次会を乗り切ることができました。
　次回は新入会員の永吉君、お待ちしてます。

� 拡大戦略委員会�◆�中山　笑里�君

長崎JC女子会

� 広報委員会�副委員長�◆�三浦一太郎�君

卒業予定者会議

� 南山会�幹事�◆�池田　裕介�君

長崎JC南山会

〈特集〉 長崎JCには、様々な会議や集いがあります！
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2019年度公益社団法人日本会議所九州地区親善野球大会

じゃがいも倶楽部9月例会

野球部

じゃがいも倶楽部

� キャッチャー�◆�浦川　翔平�君

� じゃがいも倶楽部�幹事�◆�末永敬一朗�君

クラブ活動

クラブ活動

事業の詳細はこちらから

事業の詳細はこちらから

　去る 9 月 1 日（日）諫早にてブロック野球九州大会が行われました。佐世保 JC の代わりに福江 JC、大
村 JC、長崎 JC の合同チームにて強豪諫早 JC との試合でした。結論から言うと 15-0 で負けました。鮮
やかな一方的な空中戦でした。驚いたのは諫早 JC の強さと諫早のグラウンドの土の撥水性。大雨でした
が、雨が止んだ瞬間に一気にグラウンドが乾きました。我々合同チームにも様々な光るプレーがありまし
た。種田君の見事なセンター前ヒット。峰副理事長の軽快な守備（サッカーのユニホームにて）見た目は完
全なる高校球児の髙橋君。澤勢君の力投。なんとか最終打席に磯監
督まで回したかったのですが、残念ながら時間切れコールド負けで
した。
　なんか終わり方が青春でした。
　試合に負けたものの、とても楽しかったです。
　福江 JC さんと大村 JC さんともなんとなくチームワークが芽生
えたように思います。このようにあまりレベルも気にせず、楽しく
野球ができるのは滅多にない機会だと思いますので未経験者の方
も含めて、是非ご興味ある方は今後のご参加お待ちしております。

　去る 9 月 25 日（水）大村湾カントリー倶楽部オールドコース
にて、じゃがいも倶楽部 9 月例会が行われました。当日は晴
天にも恵まれ、絶好のゴルフ日和となり現役会員と特別会員と
の有意義な交流を図ることができました。初参加のため優勝は
除外となったものの、新入会員の浦川君が見事なショットを連
発し、全体トップの成績を収めたことや、じゃがいも倶楽部幹
事一同が誰も 100 切りできないという珍事件もあり、笑いあ
り、悔しさありのゴルフとなりました。次回例会は 11 月 22
日（金）・23 日（土）嬉野にて 1 泊 2 プレーを企画中です！ じゃ
がいも倶楽部は誰でも参加できる会となっております。現役会
員同士や特別会員との熱い交流が図れることはいうまでもあり
ません。今後とも多くの参加をお待ちしております！

順位 氏　名 OUT IN TOTAL HDCP NET
優　勝 鳥居　洋介 38 45 83 13 70
準優勝※ 浦川　翔平 42 40 82 25 57
3 山中　重輝 54 47 101 30 71
4 末永敬一朗 52 49 101 30 71
5 柿山　聡司 49 52 101 28 73
6 田﨑　康介 51 46 97 23 74
7 瀬戸口裕正 49 47 96 20 76
8 山道　英樹 56 43 99 22 77
9 山﨑　敏郎 51 56 107 30 77
10 山口　　潤 51 55 106 24 82
11 栗山　壮一 58 54 112 30 82
12 中川　　崇 55 51 106 19 87
13 峰　　栄樹 55 48 103 12 91
14 土井あかり 66 69 135 30 105

※初参加の方は、優勝の対象からは外れます。

〈特集〉クラブ活動報告
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「JC ニュース 10 月号」に関するアンケートへのご協力のお願い
今後の充実した紙面作りのための簡単なアンケートにご協力下さい。QR コードを読み取っていただくこ
とで回答できます。どうぞ宜しくお願い致します。
 （アンケート有効期限：2019 年 11 月 14 日）

SANTA RUN IN NAGASAKI 2019

少年少女よ、大志を抱け ～これからの長崎をつくるのは君だ！～

� まちづくり委員会�◆�溝江　琢也�君

� 青少年育成委員会�委員長�◆�福島はるか�君

　来る 12 月 1 日（日）、中央公園にて SANTA RUN IN NAGASAKI 2019 が開催されます。本事
業は、第 65 年度より未来の長崎を創造する新たな運動として開催されてきた冬の一大イベントです。
多くの一般市民とともに社会貢献活動を行うことができ、楽しみながらまちづくり運動を体験して
もらうことを目的としています。本年度は一般参加者、スタッフ、ボランティアなど合わせて約 1,300
人規模を予定しており、今回は、特に楽しんでいただくとい
うことにフォーカスして、沢山のゲストをお呼びしておりま
す。ユーチューバーカジサックの参加や、小林よしひさ氏に
よる準備体操、ご当地長崎のゆるキャラやご当地アイドル・
ミス長崎 2020 候補者の出演、中学生・大学生による様々な
パフォーマンス、銀屋町鯱太鼓などなど、盛りだくさんの内
容となっております。飲食ブースも充実させ、参加された全
員が間違いなく楽しみながら社会貢献できる事業となってい
ます。長崎青年会議所関係者の皆様におかれましては、1 人
でも多くの人がこの事業を体験できるように、皆様のご家族・
ご友人をお誘いいただき、ご参加いただけますよう、お願い
申し上げます。

　「長崎はこんなに素敵なまちなのよ！」「長崎名物にはこん
な歴史があるのよ。」皆さんはご家庭でこのように「郷土」に
ついて会話をすることはありますか？
　今回、青少年育成委員会では、親子で改めて長崎について
考え郷土の新たな価値を発見していただく事業を行います。
又、その中で長崎を舞台に活躍する企業の方や行政の方と出
会い数々のアクティビティを通じて将来を志すきっかけづく
りも行っていきます。名物の試食やランチ、普段はできない
議場体験など親子でたっぷり長崎を楽しめる長い長い一日型
の事業です。ご興味ある正会員の方はオブザーバーとしてご
参加いただけますので各委員長、事務局長へお知らせ下さい。

日　時：12月 15日（日）　10時～ 16時
場　所：長崎県庁 8階展望室
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